
(57)【要約】

【課題】工程が簡略でありかつ深度階調設計の自由度が

大きく、製版の安定性にも優れたグラビア製版方法を提

供すること。

【解決手段】グラビア刷版用基材の表面に、該基材用の

エッチング液を部分的に透過する感光層を形成する工程

、該感光層に光量および露光範囲を制御して画像状に露

光して画線部に対応する露光領域と非画線部に対応する

露光領域を形成する工程、該露光物を現像してエッチン

グ液を部分的に透過する第一のレジスト層とエッチング

液を透過しない第二のレジスト層を形成する工程、基材

をエッチングする工程、およびレジスト層を除去する工

程からなることを特徴とする面積および深度階調性を有

するグラビア製版方法。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
グ ラ ビ ア 刷 版 用 基 材 の 表 面 に 、 該 基 材 用 の エ ッ チ ン グ 液 を 部 分 的 に 透 過 す る 感 光 層 を 形 成
す る 工 程 、 該 感 光 層 に 光 量 お よ び 露 光 範 囲 を 制 御 し て 画 像 状 に 露 光 し て 画 線 部 に 対 応 す る
露 光 領 域 と 非 画 線 部 に 対 応 す る 露 光 領 域 を 形 成 す る 工 程 、 該 露 光 物 を 現 像 し て エ ッ チ ン グ
液 を 部 分 的 に 透 過 す る 第 一 の レ ジ ス ト 層 と エ ッ チ ン グ 液 を 透 過 し な い 第 二 の レ ジ ス ト 層 を
形 成 す る 工 程 、 基 材 を エ ッ チ ン グ す る 工 程 、 お よ び レ ジ ス ト 層 を 除 去 す る 工 程 か ら な る こ
と を 特 徴 と す る 面 積 お よ び 深 度 階 調 性 を 有 す る グ ラ ビ ア 製 版 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
露 光 を 、 レ ー ザ ー 光 に よ り 行 う 請 求 項 １ に 記 載 の グ ラ ビ ア 製 版 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
グ ラ ビ ア 刷 版 用 基 材 の 表 面 に 、 該 基 材 用 の エ ッ チ ン グ 液 を 部 分 的 に 透 過 す る 感 光 層 を 形 成
す る 工 程 、 該 感 光 層 の 画 線 部 に 相 当 す る 領 域 を 光 量 お よ び 露 光 範 囲 を 制 御 し て 露 光 し て 、
エ ッ チ ン グ 液 を 部 分 的 に 透 過 す る 第 一 の 領 域 を 形 成 す る 工 程 、 該 感 光 層 の 非 画 線 部 に 相 当
す る 領 域 を 露 光 し て エ ッ チ ン グ 液 を 透 過 さ せ な い 第 二 の 領 域 を 形 成 す る 工 程 、 該 露 光 物 を
現 像 し て エ ッ チ ン グ 液 を 部 分 的 に 透 過 す る 第 一 の レ ジ ス ト 層 お よ び エ ッ チ ン グ 液 を 透 過 さ
せ な い 第 二 の レ ジ ス ト 層 を 形 成 す る 工 程 、 基 材 を エ ッ チ ン グ す る 工 程 、 お よ び 第 一 お よ び
第 二 の レ ジ ス ト 層 を 除 去 す る 工 程 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 面 積 お よ び 深 度 階 調 性 を 有 す
る グ ラ ビ ア 製 版 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
第 一 の 領 域 を 、 マ ス ク を 介 す る フ ラ ッ シ ュ 露 光 ま た は を レ ー ザ ー 光 に よ り 行 う 請 求 項 ３ に
記 載 の グ ラ ビ ア 製 版 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 グ ラ ビ ア 製 版 方 法 に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 面 積 階 調 お よ び 深 度 階 調 性 を 有 す る
グ ラ ビ ア 版 を 簡 便 な 方 法 で 製 版 す る 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 グ ラ ビ ア 刷 版 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 銅 製 基 材 （ 実 際 は シ リ ン ダ ー 形 状 ） １ の 表 面
に 感 光 層 ２ を 形 成 し 、 色 分 解 し た マ ス ク を 介 し て 露 光 お よ び 現 像 し 、 レ ジ ス ト 層 ３ を 形 成
し 、 エ ッ チ ン グ お よ び レ ジ ス ト 層 を 剥 離 し 、 画 像 状 に 凹 部 を 形 成 し 、 全 面 を 耐 久 性 の 目 的
で ク ロ ム メ ッ キ を 施 す こ と に よ り 製 造 さ れ て い る 。 そ し て 、 上 記 凹 部 に イ ン キ を 保 持 さ せ
て 、 紙 や フ ィ ル ム 表 面 に 該 イ ン キ を 転 写 し て 印 刷 を 行 っ て い る 。 こ の 際 、 原 稿 画 像 の 階 調
性 の 再 現 に は 、 上 記 凹 部 の 面 積 を 調 整 し て 行 っ て い る が 、 こ の よ う な 版 に よ っ て 再 現 さ れ
る 画 像 は 所 謂 ボ リ ウ ム 感 に 欠 け 、 滑 ら か な 印 刷 画 像 で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 の 欠 点 を 解 決 す る 方 法 と し て は 、 凹 部 の 面 積 と と も に 、 凹 部 の 深 さ を 変 化 さ せ る 所 謂
深 度 階 調 方 法 が 行 わ れ て い る が 、 こ れ ら の 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 エ ッ チ ン グ す る 前 の レ
ジ ス ト 層 の 形 成 を （ １ ） 連 続 調 原 版 フ ィ ル ム を 使 用 す る 方 法 、 （ ２ ） 網 点 階 調 ポ ジ を 使 用
す る 方 法 、 （ ３ ） レ ジ ス ト 層 を 使 用 せ ず に 、 物 理 的 に 基 材 を 彫 刻 す る 方 法 、 な ど が 挙 げ ら
れ る 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の 従 来 方 法 は 、 そ の 製 版 工 程 が 複 雑 で コ ス ト 高 で あ る と と も
に 、 深 度 階 調 設 計 の 自 由 度 （ 面 積 階 調 と 独 立 し て 深 度 階 調 を 設 計 で き る 度 合 い ） と 製 版 の
安 定 性 に 欠 け る も の で あ っ た 。
従 っ て 本 発 明 の 目 的 は 、 工 程 が 簡 略 で あ り 、 か つ 深 度 階 調 設 計 の 自 由 度 が 大 き く 、 製 版 の
安 定 性 に も 優 れ た グ ラ ビ ア 製 版 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 は 以 下 の 本 発 明 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 グ ラ ビ ア 刷 版 用 基 材
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の 表 面 に 、 該 基 材 用 の エ ッ チ ン グ 液 を 部 分 的 に 透 過 す る 感 光 層 を 形 成 す る 工 程 、 該 感 光 層
に 光 量 お よ び 露 光 範 囲 を 制 御 し て 画 像 状 に 露 光 し て 画 線 部 に 対 応 す る 露 光 領 域 と 非 画 線 部
に 対 応 す る 露 光 領 域 を 形 成 す る 工 程 、 該 露 光 物 を 現 像 し て エ ッ チ ン グ 液 を 部 分 的 に 透 過 す
る 第 一 の レ ジ ス ト 層 と エ ッ チ ン グ 液 を 透 過 し な い 第 二 の レ ジ ス ト 層 を 形 成 す る 工 程 、 基 材
を エ ッ チ ン グ す る 工 程 、 お よ び レ ジ ス ト 層 を 除 去 す る 工 程 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 面 積
お よ び 深 度 階 調 性 を 有 す る グ ラ ビ ア 製 版 方 法 を 提 供 す る 。 こ の 方 法 に お い て は 上 記 露 光 を
レ ー ザ ー 光 に よ り 行 う こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 グ ラ ビ ア 刷 版 用 基 材 の 表 面 に 、 該 基 材 用 の エ ッ チ ン グ 液 を 部 分 的 に 透 過
す る 感 光 層 を 形 成 す る 工 程 、 該 感 光 層 の 画 線 部 に 相 当 す る 領 域 を 光 量 お よ び 露 光 範 囲 を 制
御 し て 露 光 し て 、 エ ッ チ ン グ 液 を 部 分 的 に 透 過 す る 第 一 の 領 域 を 形 成 す る 工 程 、 該 感 光 層
の 非 画 線 部 に 相 当 す る 領 域 を 露 光 し て エ ッ チ ン グ 液 を 透 過 さ せ な い 第 二 の 領 域 を 形 成 す る
工 程 、 該 露 光 物 を 現 像 し て エ ッ チ ン グ 液 を 部 分 的 に 透 過 す る 第 一 の レ ジ ス ト 層 お よ び エ ッ
チ ン グ 液 を 透 過 さ せ な い 第 二 の レ ジ ス ト 層 を 形 成 す る 工 程 、 基 材 を エ ッ チ ン グ す る 工 程 、
お よ び 第 一 お よ び 第 二 の レ ジ ス ト 層 を 除 去 す る 工 程 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 面 積 お よ び
深 度 階 調 性 を 有 す る グ ラ ビ ア 製 版 方 法 を 提 供 す る 。 こ の 方 法 に お い て は 、 第 一 の 領 域 を 、
マ ス ク を 介 す る フ ラ ッ シ ュ 露 光 ま た は を レ ー ザ ー 光 に よ り 行 う こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 図 面 に 示 す 好 ま し い 実 施 の 形 態 を 挙 げ て 本 発 明 を さ ら に 詳 し く 説 明 す る 。 図 １ は 、 第
一 の 本 発 明 の 製 版 方 法 を 図 解 的 に 説 明 す る 図 で あ る 。 第 一 発 明 で は 、 先 ず 、 グ ラ ビ ア 刷 版
用 基 材 １ の 表 面 に 、 該 基 材 用 の エ ッ チ ン グ 液 を 部 分 的 に 透 過 す る 感 光 剤 か ら な る 感 光 層 ２
を 形 成 す る （ 図 １ ａ ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ こ で 使 用 す る 基 材 １ は 従 来 公 知 の 基 材 で あ り 、 １ 例 と し て は 長 さ ５ ０ ０ ～ ２ ， １ ０ ０ ｍ
ｍ 、 直 径 １ ５ ０ ～ ５ ０ ０ ｍ ｍ の 銅 製 シ リ ン ダ ー で あ る 。 ま た 、 感 光 層 は 、 そ の 厚 み ま た は
架 橋 密 度 に よ っ て 上 記 基 材 の エ ッ チ ン グ 液 を あ る 程 度 の 速 度 で 透 過 で き る 感 光 層 で あ る 。
こ の よ う な 感 光 層 を 形 成 で き る 感 光 剤 （ レ ジ ス ト 液 ） と し て は 、 例 え ば 、 重 ク ロ ム 酸 含 有
の ゼ ラ チ ン な ど が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 こ の よ う な 感 光 層 ２ は 、 例 え ば 、 リ ン グ コ ー ト 、 ロ
ー ル コ ー ト お よ び シ ー ト 状 に 加 工 し 転 写 す る な ど の 方 法 に よ り 、 数 十 μ ｍ の 厚 さ に 形 成 す
る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
次 に 上 記 感 光 層 ２ を 光 量 お よ び 露 光 範 囲 を 制 御 し て 画 像 状 に 露 光 し て 画 線 部 に 対 応 す る 露
光 領 域 ３ １ ～ ３ ３ と 非 画 線 部 に 対 応 す る 露 光 領 域 ４ １ ～ ４ ４ を 形 成 す る （ 図 １ ｂ ） 。 上 記
露 光 は 、 光 量 お よ び 露 光 面 積 が 自 由 に 変 え ら れ る 光 源 、 例 え ば 、 レ ー ザ ー 光 線 を 用 い て 行
う こ と が 好 ま し い 。 該 レ ー ザ ー 光 露 光 装 置 と し て は 、 例 え ば 、 フ ィ ル ム セ ッ タ ー 等 に 用 い
ら れ る Ｙ Ａ Ｇ レ ー ザ ー 装 置 な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
レ ー ザ ー 光 を そ の 強 度 お よ び 露 光 面 積 を 変 え て 露 光 す る こ と に よ っ て 、 図 １ ｂ に 示 さ れ る
よ う に 、 露 光 領 域 ３ １ ～ ３ ３ は 、 レ ー ザ ー 光 の 強 度 お よ び 面 積 に 応 じ た 厚 み ま た は 密 度 の
層 と な り 、 後 に 現 像 す る こ と に よ っ て 、 エ ッ チ ン グ 液 の 透 過 量 が 異 な る 第 一 の レ ジ ス ト 層
５ １ ～ ５ ３ と な る 。 ５ １ が 最 も 少 な い 光 量 を 受 け 、 ５ ３ が 最 も 多 い 光 量 を 受 け た 部 分 で あ
り 、 ５ ２ が そ の 中 間 で あ る （ 図 １ ｃ ） 。 な お 、 不 図 示 で あ る が 、 最 も 低 い 光 量 を 受 け た 領
域 に は レ ジ ス ト 層 が 形 成 さ れ な く て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 非 画 線 部 に 対 応 す る 露 光 領 域 ４ １ ～ ４ ４ は 十 分 に 露 光 さ れ て い る の で 、 後 に 現 像 す
る こ と に よ っ て 、 エ ッ チ ン グ 液 が 透 過 し な い 第 二 の レ ジ ス ト 層 ６ １ ～ ６ ４ と な る （ 図 １ ｃ
） 。 次 に 現 像 を 行 う こ と に よ っ て 、 第 一 の レ ジ ス ト 層 ５ １ ～ ５ ３ お よ び 第 二 の レ ジ ス ト 層
６ １ ～ ６ ４ が 形 成 さ れ る （ 図 １ ｃ ） 。 現 像 は 通 常 の 方 法 で よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
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上 記 に お い て 使 用 す る 感 光 層 ２ は 、 光 硬 化 性 で あ る こ と が 好 ま し い 。 す な わ ち 、 照 射 光 量
が 少 な い 領 域 は 感 光 層 ２ の 硬 化 の 程 度 が 低 く 、 現 像 に よ っ て 薄 い （ ま た は 密 度 の 低 い ） レ
ジ ス ト 層 ５ １ と な り 、 一 方 、 照 射 光 量 が 多 い 領 域 は 現 像 に よ っ て 厚 い （ ま た は 密 度 の 高 い
） レ ジ ス ト 層 ５ ３ と な る 。 こ の よ う に 第 一 の レ ジ ス ト 層 ５ １ ～ ５ ３ を そ の 厚 み ま た は 密 度
を 変 え る こ と に よ っ て 、 該 レ ジ ス ト 層 ５ １ ～ ５ ３ の エ ッ チ ン グ 液 に 対 す る 透 過 性 を 変 え る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ ｄ に 示 す よ う に 、 第 一 の レ ジ ス ト 層 ５ １ ～ ５ ３ お よ び 第 二 の レ ジ ス ト 層 ６ １ ～ ６ ４ を
形 成 し た 後 に エ ッ チ ン グ 処 理 を 行 う 。 こ の エ ッ チ ン グ 処 理 に よ っ て 第 二 の レ ジ ス ト 層 ６ １
～ ６ ４ が 存 在 す る 領 域 で は 基 材 １ は 全 く エ ッ チ ン グ さ れ ず 、 第 一 の レ ジ ス ト 層 の う ち 、 ５
１ の 部 分 は 最 も エ ッ チ ン グ 液 が 通 過 し 易 い の で 、 よ り 深 く エ ッ チ ン グ さ れ 、 ５ ３ の 部 分 は
エ ッ チ ン グ 液 は 透 過 す る が 、 最 も 透 過 し に く い の で 、 基 板 １ の エ ッ チ ン グ 深 度 は 浅 く な る
。 ５ ２ の 部 分 は そ の 中 間 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
次 に 第 一 お よ び 第 二 の レ ジ ス ト 層 を 除 去 す る こ と に よ っ て 、 図 １ ｅ に 示 す よ う に 、 エ ッ チ
ン グ 面 積 お よ び エ ッ チ ン グ 深 度 の 異 な る 凹 部 が 自 在 に 形 成 さ れ 、 さ ら に 全 面 を ク ロ ム メ ッ
キ し て 面 積 階 調 お よ び 深 度 階 調 に 優 れ た グ ラ ビ ア 刷 版 が 得 ら れ る 。 こ の よ う な グ ラ ビ ア 刷
版 で 印 刷 す る こ と に よ り 、 紙 な ど に 転 写 さ れ る イ ン キ は 面 積 の 大 小 に 加 え て 、 転 写 さ れ る
イ ン キ の 厚 み が 異 な る こ と か ら 、 得 ら れ る 印 刷 画 像 は 、 視 覚 的 に ボ リ ウ ム 感 が あ り 、 滑 ら
か な 印 刷 画 像 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
次 に 第 二 の 本 発 明 を 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。 第 二 の 発 明 で は 、 第 一 の 発 明 と 同 様 に 図 ２
ａ に 示 す よ う に 、 グ ラ ビ ア 刷 版 用 基 材 １ の 表 面 に 、 該 基 材 用 の エ ッ チ ン グ 液 を 部 分 的 に 透
過 す る 感 光 層 ２ を 形 成 す る 。 こ こ で 使 用 す る 基 材 、 感 光 層 、 現 像 、 エ ッ チ ン グ な ど は 前 記
第 一 の 発 明 と 大 部 分 が 同 様 で あ り 、 異 な る 部 分 の み 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
第 二 の 発 明 で は 、 原 稿 の 色 分 解 情 報 に 従 っ て 感 光 層 ２ を 一 次 露 光 す る （ 図 ２ ｂ ） 。 こ の 露
光 は 前 記 第 一 の 発 明 と 同 様 に レ ー ザ ー 光 を 用 い て も よ い し 、 光 の 透 過 率 が 画 像 情 報 に 従 っ
て 変 化 し て い る マ ス ク を 用 い て フ ラ ッ シ ュ 露 光 し て も よ い 。 こ の 露 光 に よ り 図 ２ ｂ に 示 す
よ う に 、 後 の 現 像 に よ っ て 、 エ ッ チ ン グ 液 の 透 過 速 度 が 異 な る 第 一 の レ ジ ス ト 層 に な る 領
域 ３ １ ～ ３ ３ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 い で 再 現 す べ き 画 像 の 非 画 線 部 に 相 当 す る 領 域 を 露 光 す る こ と に よ っ て 、 後 の 現 像 に よ
っ て 、 エ ッ チ ン グ 液 が 透 過 し な い 第 二 の レ ジ ス ト 層 と な る 領 域 ４ １ ～ ４ ４ が 形 成 さ れ る （
図 ２ ｃ ） 。 以 下 第 一 の 発 明 と 同 様 に 現 像 （ 図 ２ ｄ ） 、 エ ッ チ ン グ （ 図 ２ ｅ ） 、 レ ジ ス ト 剥
離 （ 図 ２ ｆ ） を 行 っ て 、 最 後 に ク ロ ム メ ッ キ す べ き 刷 版 が 形 成 さ れ る （ 図 ２ ｆ ） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
以 上 の よ う に し て 図 ２ ｆ に 示 す よ う に 、 エ ッ チ ン グ 面 積 お よ び エ ッ チ ン グ 深 度 の 異 な る 凹
部 が 自 在 に 形 成 さ れ 、 面 積 階 調 お よ び 深 度 階 調 に 優 れ た グ ラ ビ ア 刷 版 が 得 ら れ る 。 こ の よ
う な グ ラ ビ ア 刷 版 で 印 刷 す る こ と に よ り 、 紙 な ど に 転 写 さ れ る イ ン キ は 面 積 の 大 小 に 加 え
て 、 転 写 さ れ る イ ン キ の 厚 み が 異 な る こ と か ら 、 得 ら れ る 印 刷 画 像 は 、 視 覚 的 に ボ リ ウ ム
感 が あ り 、 滑 ら か な 印 刷 画 像 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
な お 、 以 上 の 説 明 で は 感 光 層 が １ 層 の 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 感 光 層 は ２ 層 以 上 で も よ
い 。 ま た 、 以 上 の 説 明 で は １ 色 の み の グ ラ ビ ア 版 の 製 版 を 説 明 し た が 、 勿 論 、 ３ 色 或 い は
４ 色 の グ ラ ビ ア 版 の 製 版 方 法 も 本 発 明 に 包 含 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 如 き 本 発 明 に よ れ ば 、 工 程 が 簡 略 で あ り 、 か つ 深 度 階 調 設 計 の 自 由 度 が 大 き く 、 製
版 の 安 定 性 に 優 れ た グ ラ ビ ア 製 版 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 方 法 を 説 明 す る 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 方 法 を 説 明 す る 図 。
【 図 ３ 】 従 来 の 方 法 を 説 明 す る 図 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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